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便
利
に
な
っ
た
役
場
の
窓
口

住
民
課
一
つ
で
万
事
Ｏ
Ｋ

国
見
町
役
場
で

は
か
ね
て
か
ら

事
務
機
構
の
改
善

に
つ
い
て
研

究

中
で
あ

っ
た
が
、
四
月

一
日
か
ら

実
施
さ
れ
た

。
改
善
の
要

点
と
し

て
愀
一

に
挙
げ
ら
れ

る
こ

と
は
、

町
民
と
最
も
関
係

の
淤

い
窓
口
事

務
を
一
本
化
し

た
こ
と
で

あ
る
。

こ
れ
ま
で
各
課

ご
と

と
り
扱

っ
て

い
た
各
種
の
届
け
、
証
明
書
交
付

住
民
相
談
な

ど
の
窓
口
の
事
務

が

新
し
く
設
け
ら
れ

た
住
民
課
一
か

所
で
行

わ
れ

る
こ
と

に
な
っ
た
。

た
と
え

ば
、
他

の
市
町
村

か
ら
国

見
町

に
転
入
し
て
来

た
場
合
、
こ

れ
ま
で

な
ら

ば
、
。
ま
ず
総
務
課
の

戸
籍
係

り
に

住
民
登
録
を
し
、
経

済
踝
の
配
合
係

り
に
転
入
届
を
出

し
て
配
給
帖
長

を
受
け

、
厚

生
誄

に
一
行

っ
て
健
康
保
険

や
国

民
年
金

の
手
続
き
を
す

ま
せ
、
更

に
教
育

委
員
会
に
行

っ
て
子
供

の
転

学
手

続
き
を
す
る
と

い
う
ぐ

あ
い
に
、

一
と
お
り
の
事
務
を
手

お
ち
な

く

す
ま
せ
る
に
は
順
調
に

い
っ
て
半

日
、

ち
ょ

っ
と
ま
ご
つ
く
と
一
日

も
か
か
る
と

い
５

有
様
で
あ
っ
た

が
、
こ

ん
ど
は
住
民
課
に
申
出
れ

ば
、
係
り

の
職
員
が

Ｉ
さ
い
の
必

要
な
手
続
き
を
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
正
し
く
早
く
し
か

も
手
落

ち
な
く
事
が
す
む
の
で
あ

る
Ｏ改

・善

の
オ
ニ
は
内
部
的
な
問
題

で

あ
る
が
、
文
書
の
集
中
管
理
と

い
う
こ
’と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
役

場
に
文

書
が
入
る
と
ま
ず
文
書
係

り
が
こ
れ
を
受
付
け
分
類
し
て
関

係
の
課
に
配
布
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

係
り
に
お
い
て
こ
れ
を
処
理
し
、

こ
れ
を
保
管
す
る
と
い
う
や
り
か

た
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
処
理
が

お
く
れ
た
り
、
紛
失
し
た
り
す
る

心
配

も
あ
っ
た
。
こ
ん
ど
は
文
書

係
り
に
お
い
て
最
後
ま
で
こ
れ
を

た
し
か
め
た
り
、
さ
い
そ
く
し
た

り
す
る
迫
求

と
い
う
こ
と
を
す
る

た
め
化
事

が
正
確
で
迅
速
に
進
む

こ

と
に
な
り
、
し
か
も
処
理
の
す

ん
だ
文
書

は
全

部
集

め
、
分
類

し

て
こ
れ

を
保
管

し
、

必
要

に
応

じ

て

は
い

つ
で
も

す
ぐ
取

出
し
て
使

う
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

尚
窓
口
事
務

の
取
扱

い
で
次

の

点
で
協

力
し
て

頂
き
た
い
と
係
り

で
は
望

ん
で
い
る
。

の

従
来

口
頭
で

申
請
し
て
い
た
戸

籍
、
住
民
登
録
の
謄
本
や
抄

本

印

か
ん
証
明

、
転
出
証
明
等

の

交
付

は
す
べ
て

所
要
事
項

を
記

・

載
し
文
書
に
よ
っ
て
申

請
し
て

頂
き
た
い
。

③
印
か
ん
証
明
の
交
付
申
請
で
、

代
理
人

に
ょ
る
委
任
受
領
の
委

任
状
は
原
則
と
し
て
申
請
人

本

人
に
書

い
て
頂
く
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
代
理
申
請
を
す
る
方

は
あ
ら
か
じ
め
町
役
場
よ
り
用

紙
の
交
付
を
受
け
（
又
は
適
宜

の
用
紙

に
）
所
要
事
項
を
記
載

し
、
申
請
書
と
と

も
に
出
し
て

頂
き

た
い
。

改
善
後

の
役
場
庁
内
の
各
課
各

係
り
の
名
称

並
び
に
主
な
分
掌
事

務

は
別
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
こ

れ

ま
で
厚

生
課
の
名
前
で
町
民
に

親

ま
れ
て
き

た
福
祉
関
係
や
保
健

衛

生
関
係

は
戸
籍

、
住
民
登
録
、

配

給
、
証
明
、
鑑
札
標
議
交
付
な

ど
と
合
せ
て
住
民
課

と
な
り
、
町

民

へ
の

サ
ー
ビ
ス
を
一
手
に
引
受

け

る
大
世

帯
に
な

り
、・
経
済
課
は

産
業
課

と
改
名
さ

れ
た
。

事
務
機

構
の
改
善

に
と
も
な
い

職
員
の
配
置

が
別
表

の
よ
う
に
変

更

さ
れ

た
。

役場の電話番号変る

役場の電話番 号次 のように変 り

ました。よろしくお願いし ます。

町　長　室
会　計　室

住　民　課

総　務　
課

建　設　府

税　務　肩
産　業　谺
教育委員会
(公民館)

１３ ９

７５

９

１３６

分 掌 事 務 及 係 員 一 覧 表
町　 長　赤井畑　 直　 衛

助　 役　 佐久間　　　 栄

収入役　 関　 口　道　 孝

課　　　　名 課　長　名 係　　名 主 要 分 掌 事 務 ．係　長　名 係　　　　　　　　　名

総 務 課 ⑩ 八巻 亀寿
庶 務 係 人事　行政　選挙　秘書

統計　消防　広告
遠藤　金六 鈴木捷洽　佐藤清吉

財 政 係 ･予算　交付税　財産　契
約　町債

渡部　直人 佐藤　則雄

地 理 係 町有財産の申告　登記
境界紡争処理

中山　　弥 八巻八十八

文 書 係 文書の浄書施行　文書の
追究　編さん　保存

松浦　幸雄 木村洋子　佐竹弘治 市川成子
熊坂惣五郎

税 務 課 ⑨ 朝内　宗光 賦 課 係 諸税賦課　固定資産評価
住宅使用料　保育料等の
調定

大波　　勇
清水良男　山田久　須田善治

佐藤弘子

徴 収 係 諸税徴収　住宅使用料保
育料等の徴牧 (課長兼務) 大内正美　大浪敏男　小池芳男

住 民 課 ⑩ 中村　政治 住 民 係 戸籍　住民登録　印鑑
諸証明 住民相談 原動機
付自動車標識交付　配給

武田　喜男 松浦京子　佐 木々生子　高橋正夫

福 祉 係 社会福祉　国民年金　保
育所　母子寮

渡辺　　等 鈴木サチ子 并砂研二
佐久間靖明

保 健 係 国民健康保険　環境衛生
伝染病予防

板橋　秀雄 佐藤幸子　佐野貞治　渡辺ョシェ
光野ョシ　佐藤トョ子　吉田隆義

建 設 課 ⑨

●　　　ａ
林　　長七

建 設 係 一般土木　農業土木　林
業土木　建築　都市計画

赤坂　正勝 菊地孝吉　松浦英夫　古川比司

水 道 係 上水道 ぐ課長兼務） 大波健　八巻藤七　佐藤軒二
佐久間喜雄

産 業 課 ⑧ 金田　保美 産 業 係 農業　林業　商工　財産
区

吉田　貞造 大津隆男　佐藤正吉　八島忠雄
吉田貞男

農 地 係
( 農委)

農地調整　自作農維持創
設

佐藤　知子 村上徳右工門

会　　計　④ (収 入 役) 出 納 係 才入才出経理　決算　物

品出納保管

後藤　忠男 大石世久子　佐藤光一

議 会 監 査 佐久間忠三 事 務 局
町議会　監査

教育委員会④
学校教育係 委員会　教育人事　教育

予算　契約
斎茴　秋雄 佐藤春雄　小野智義

社会教育係 社会教育　公民館 鈴木　美一 春日一憲

昭和40年度国見町一般会計予算
( 単位千円)

才

入

の

部

科　　　　　　　目 金　　額 ・％

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１０
Ｈ
１２

町　　　　　　税

地 方 交
付 税

分担金 及負担金
使用料及手数量
国 庫 支 出 金
県　 支　 出　 金
財　 産　 収　 入
寄　　 付　　 金
繰　　 大　　 金
繰　　 越　　 金
諸　　 収　　 入
町　　　　　　債

合　　　　計

29,538
60 , 000
l, 563
2,618
9,940
5 , 233

66

665
1

400
9,7782 , 500

2 , 302

24. 15

49.06

l.  28

2 囗4

8 囗3

4.28

0. 0 う

0. う 4

0

0. 3 3

8.  00

2.  04

20.

才

出

の

部

科　　　　　　 目・ 金　　額 ％

１
２
３
４
５
６
７
８
９

１０
凵

12
‘13

議　　 会　　費
総　　 務　　貨
民　　 生　　費
衛　　 生　　費

晨林 水 産 業 費
商　　工　　 貧
土　　 木　　費
消、　 防　　 費
教　　 育｀　 費
災 害 復 旧 費
公　　 債　　貧
諸　 支　出　 金
予　　 備　　費

合　　　　計

5. 362
25. 703
巧 , 654
4. 435,
 902

3. 30D
21, 5 2
5 ｺ 06
22 , 500

1
5 , 326

1
500

122 , 302

4.38

21. ( ) 2

に . 8 0

3.  63

2.  55

2.  70

ｰ 7. 59

4 ｺ  7

18.  40

0

4.  35

0

0.  引

ｰ  00. 00

役
場
の
人
事
異
動

④
退
職

者

税
務
課
書
記
　

吉
田
ミ
イ
子

（
昭
（
芫

、
三

、三

）

戸
籍

主
任
　
　

佐
藤
　

永
七

（
　
　

μ
　
　

）

林
務
主
任
　

佐
藤
喜
左
工
門

（
　
　

μ
・
　
　

）

水
道

主
任
　
　

佐
膝
　

福
寿

（
　
　

ひ
　
　

）

議
会
事
務
局
長
熊
坂
　

善

七

（
昭
召

、
Ξ
、
Ξ

）

④
昇
任
者

建
設
課
長
　
　

林
　
　

長

七

議
会
事
務
局
長

心
得
　

佐
久
間
忠
三

住
民
課
住
民
係
長
武
田
喜
男

同
　
　

福
祉
係
長
渡
辺
　

等

各
課
室
の
係
主
任

は
四
月
一
日
付

そ
れ
ぞ
れ

係
長

と
な
り
、
書
記
、

書
記
補
の
職
名
は
主
事
、
主
事
補

と
な
っ
た
。

④
四
月
一
日
採
用

さ
れ
た
職
員

総
務
課
　

佐
藤
　

則
雄

同
　
　
　

市
川
　

成
子

税
務
課
　

佐
藤
　

弘
子

住
民
課
　

高
橋
　

正
夫

産
業
課
　

吉
田
　

貞
男

建
設
課
　

古
川
　

比
司

教
育
委
員
会
小
野
智
義

公
民
館

主
事
春
日
一
憲

10 分

対 談
㎜㎜7-= ■■（1 ）

町
長
さ
ん
に

Ｊ

Ｕ

歸

（

…
…
記
者

④
…
…
町
長
さ
ん

乙
四
十
年
度
の
予
算
も
決
ま
っ
て

ホ
ッ
と
さ
れ
た
で
し
ょ
う
。
お

い
そ
が
し

い
と
こ
ろ
失
礼
で
す

が
、
そ
の
名
の
と
お
り
、
こ
れ

か
ら
正
味
十
分
間
で
で
き

る
範

囲
で
、
新
年
度
の
町
政
に
つ
い

て
重
点
施
策
と
お
も
わ
れ
る
と

こ

ろ
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。
ま

ず
農
政
面
か
ら
…
…

④
懸
案

の
農
協
合
併
が
、
関
係
皆

さ
ん
の
絶
大
な
ご
協
力
に
ょ
っ

て
完
了
し
た
の
で
、
こ
ん
ど
は

い
よ
い
よ
農
業
構
造
改
善
事
業

に
着
手
し
た
い
。
本
年
度
早
々

に
地
域
の
指
定
を
受
け
、
計
画

を
完
了
し
て
四
十
一
年
度
か
ら

実

施
の
段
階
に
入
り
た
い
。

乙
指
定
地
区
は
大
き
な
恩
恵
を
受

け

る
が
、
そ
の
他
の
地
区
が
粗

末

に
さ
れ
た
の
で
は
…
…

④
非
指
定
地
区
に
対
し
て
は
、
農

道

の
整
備
を
重
点
的
計
画
的
に

進

め
る
な
ど
し
て
均
衡
を
は
か

り
た
い
。

（

商
工
対
策
と
し
て
は

○
従

来
同
様
、
資
金
の
預
託
制
度

を
活
用
し
て
金
融
面

た
り
援
助

す

る
。
ま
た
、
藤
田
巡
査
部
長

派
出
所
を
新
築
移
転
し
、
現
在

の
駐
在
所
を
県
よ
り
払
い
下
げ

町
の
商
工
会
館
と
し
て
利
用
し

た
い
。

×
工
場
誘
致
に
つ
い
て
の
具
体
案

は
…
…
…
…

④
小
坂
踏
切
西

に
あ
る
「
た
ば
こ

収
納
所
を
専
売
公
社
よ
り
払

い

下
げ
を
受
け
、
麻
袋
製
造
工
場

を
誘
致
す
べ
く
目
下
手
続
き
中

で
あ
る
。

×
住
宅
対
策
は
…
…

＠
年
次
計
画
を
も
っ
て
建
設
中
の

公
営
住
宅
は
本
年
度
も
北
古
舘

団
地
に
愀
二
種
住
宅
二
士

尸
を

建
て
、
町
民
の
住
宅
難
緩
和
に

つ
と
め
た
い
。（

以

下

次

号

）

○

役

場

に

ご

用

の

方

は
「
住

民

課
」（
電

話

七

五
）
へ

お

い

で

く

だ

さ

い



完納で築くわが町　わが郷土
こ
と
し
も

Ｉ
〇
〇
ハ

ー
セ
ソ
ト

国
見
町
納
税
組
合

連
合
会
で
は
四
月
十

三
日
午
後
一
時

か
ら

役
場
会
議
室
で
総

会

を
開
き
、
三
十
九
年

度
の
決
算
、
事
業

報

告
並
に
四
十
年
度

の

事
業
、
予
算
等
の
審

議
を
し
、
役
員
改
選

の
結
果
次
の
よ
う
に

決

っ
た
、記

会
　
長
　
佐
藤
新
七

副
会
長
　
大
勝
藤
繁

会
　
計
　
野
村
隆
一

評
議
員
　
吉
田
平
平

″
　
　
　
佐
藤
久
造

な
　
　
　
斎
藤
一
郎

が
　
　
　
古
川
忠
夫

か
　
　
　
阿
部
武
夫

か
　
　
　
岩
城
健
治

か
　
　
　
鈴
木
喜
一

監
事
　
八
島
福
太
郎

幹
事
　
　
朝
内
宗
光

尚
永
年
組
合
長
を

勤
め
て
今
回
退
任
し

た
奥
山
福
太
郎
、
安

藤
長
重
岡
田
忠
次
郎

の
三
氏
に

は
感
謝

状
を
贈
り
、
一

〇
〇

パ
ー
セ
ン
ト
完
納

の
部
落
組

合

並
に
地
区
総
合

組
合

に
対
し
て

は
表
彰
状

を
授
け

ら
れ
た
。

○
地
区

総
合
納
税
貯
蓄
組
合

小
坂
、
森
江
野
、
大
木
戸
、
大

枝
、

準
完
納
組
合
　
藤
田

○
完
納
部
落
納
税
組
合

駅
前

、
大
町
南
、
大
町
北
、
本

町
、
宮
町
南
、
宮
町
北
、
源
宗

山
、
町
東
、
鶉
町
、
石
母
国
東

、
同

表
、
同
北
、
同
原
、
同
西

、
山

崎
北
、
滝
山
、
山
崎
南
。

総
代
　
　

稲
村
彦
三
郎

ふ
坂
、
太
田
川
、
前
田
、
板
橋

、
泉
田
上
、
同
中
、
同
下
、
鳥

取
、
内
谷
西
、
同
東
、

総
代
　
　
野
村
　
隆
一

森
江
野
汁
一
、
汁
二
、
才
三
、

栄
四
、
栄
五
、
栄
六
、
栄
七
、

栄
八
、
栄
九
、
栄
十
、
栄
十
一

、
栄
十
二
、

総
代
　
　
谷
口
亀
之
助

貝
田
、
山
根
、
大
木
戸
、
高
城

、
光
明
寺
、

総
代
　
　
八
島
福
太
郎

北
部
、
中
部
、
並
柳
、
川
内
、

築
舘
、
原
町
、

総
代
　
　
鈴
木
　
幸
吉

町
民
税
は
こ
う
し
て
き
ま
る

「
本

文

方

式
」
と

は

？

三
月
の
定
例
町
議
会
で
町
税
条

例
の
一
部
改
正
が
議
決

さ
れ
た
が

こ
れ
は
町
民
税

の
所
得

割
韲
跼
方

式
が
本
文
方
・式

に
統
一

さ
れ
、
四

月
一
日
よ

り
実

施
さ
わ
た
も
の
で

地
方
税
制
史
上

ま
さ
に
画

期
的

な

改
正
と
い
わ
れ
る
。

昭
和
三
十
八
年
に
は
、
年
所
得

か
ら
基
礎
控
除
の
九
万
円

を
ひ

い

た
だ
け
で
課
税
し
た
「

た
だ
し
書

き
方
式
」
を
と
っ
て
い
た
が
、
昭

和
三
十
九
年
度
は
「
本
文
方
式
」

に
移
行
す

る
前
段
階
と
し
て
扶
養

控

除
（
才
一
人
目
は
四
万
円
、
栄

二
人
目
か
ら
三
万
円
）
を
加
え

た

「
特

例
方
式
」
を
実
施
し
、
約
百

四
十
万
円

の
減
税
と
な

っ
た
。

今
回
の
改
正
で

「
本
文
方
式
」

が
実
施
さ
れ
、
税
率
は
標
準
税

率

で
所
得
か
ら
差
引

か
れ
る
も
の
は

雑
損
控
除
（

火
災
、
盗
難

）
医
療

費
搾
除
（

所
得

の
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
額
）
社
会
保
険
控
除
（

国
民
健
康
保
険
税
、
健
康
保
険
料

国
民
年
金
等
は
全
額
）
生
命
保
険

料
控
除
（
最
高
二
二

、
五
〇
〇

円

）
等
の
控
除
が
加
わ
る
ほ
か
、
扶

養
控

除
は
才
一
人
目
が
七
万
円
、

汁
二
人
目

か
ら
三
万
円
と
な
る
。

わ
が
国
見
町
で
は
、
「
た
だ
し
書

き

方
式
」
か
ら
「
特
例
方
式
」
に

移
行

し
た
昭
和
三
十
九
年
度
は
百

四
十
万
円
の

減
税
補
填
價
を
う
け

た
が
、
「
本
文
方
式
」
を
実
施
す

る
こ
と
に
な

っ
た
昭
和
四
十
年
度

に
つ
い
て

は
、
減
税
補
填
と
し
て

「
特
例
方

式
」
分
百
十
万
円
、
「

本
文
方
式
」

分
百
四
十
万
円
合
計

二

百
五
十
万
円

の
減
税
補
填
價

が

国
よ
り
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

な
お
町
民
税
計
算
方
式

の
例
と

し
て
別
表
を
掲
げ
る
。

町
民
税
計
算
方
式
の
例

区　　　分 ��38年度ただし書方式 �39年度特 例方 式 �40年 度本文 方式
総 所 得 金 額

事 業 専 従 者
－--■-=㎜　－　　
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控
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上 記の例は農家で総所得額が650  , 000円 専従者３人（白 色）扶養家族4人医療支払37,500
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株式配当金1万円の場 合の例ですＯ

議

会

だ

よ

り

三
月
定
例
町
議

会
は
三
月
二
十

日
か
ら
四
日
間
の
日
程
で
開
か
れ

昭
和
四
十
年
度
の
町
予
算
を
は
じ

め
三
十
四

の
議
案

に
つ
い
て
審
議

し
、
何
れ
も
原
案

ど
お
り
議
決
さ

れ
た
。
そ
の
う
ち
特
に
町
民
に
直

接
関
係
あ
る
も
の
を
拾
っ
て
み
る

と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

○
清
掃
条
例
の
一

部
改
正

ふ
ん
尿
の
汲
取
料

を
一
石
当
り

一
五
〇

円
か
ら
一

九
五
円

に
値

上
げ
す
る
た
め
の
改
正
で
、
こ

れ
は
管
内
各
町
と
汲
取
業
者
と

の
話
し
合
い
で
決
定
さ
れ
た
も

の
○

中
小
企
業
等
育
成
預
託

地
元
等
の
金
融
機
関
に
三
〇
〇

万
円
を
預
託
し
’、
中

小
企
業
者

へ
の
融
資
の
促
進
を
図

る
も
の

○
不
動
産
の
交
換

藤
旧
駅
隣
の
た
ば
こ
収
納
所
を

専
売
公
社
よ
り
払
い
下

げ
、
こ

こ

に
横
浜
に
本
社
の
あ
る
麻
袋

の
工
場
を
誘
致
す
る
も
の

○

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改

正水
道
会
計
の
赤
字
解
消
の
た
め

料
金

を
改
正
す
る
も
の
で
、
こ

の
改
正

に
ょ
り
、
水
道
料
金
は

実
質
五
％
程
度
の
値
上
り
と
な

る
Ｏ

新
し
い
本
五
八
冊

公
民
館
に
洫
の
本
が
着
き
ま
し

た
。
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。
た
だ
し

当

分
は
一
人
一
冊
、
一
回
一
週
間

以
内
の
こ

と
。

世
界

の
美
術
　

孫
の
教
育
　

や

ま
も
の
随
筆
　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
骨
董
　

禅
へ
の
道
　

東
海
道

線
　

紀
の
川
　

啄
木
人
生
日
記

活

殺
　

訛
剣
　

秘
録
金
瓶
梅

し
ろ
う
と

教
育
談
　

天
平
の
瓦

集
金
旅
行
　

延
の
合
唱
　

あ
じ

さ
い
の
歌
　

香
華
　

山
の
か
な

た
に
　

女

人
国
伝
奇
　

名
言
の

微
笑
　

現
代

の
言
葉
　

竒
識
革

命
　

弁
護

士
　

人
間
の
権
利

う
そ
の
心
理
学
　

日
本
の
仏
教

日
本
の
近
代
化
　

妖
説
忠
臣
蔵

格
言
社
長
と
実
行
社
員
　

首

諸
国
名
所
　

江
戸
百
景
　

京
都

の
庭
　

万

葉
の
歌
　

日
本
の
歴

史
　

ベ
ト
ナ
ム
戦
記
　

中
国
武

将
伝
　

天

の
火
柱
　

日
本
の
苗

字
　

古
典
美
へ
の
旅
　

日
本
の

名
　

マ
マ
は
横
を
む
い
て

は
い

ら
れ
な
い
　

高
血
圧

低
血
圧
の

人
の
食
生
活
　

南
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
従
軍
記
　

わ
れ
ら
す

べ
て
勝

者
　

日
本
新
聞
協
会
賞

受
賞

続
組
織
暴
力
の
実

態
　

郷
土

史

辞
典
　

柴
の
火
花
　
（
以
下

略
）

【

写
真
】
　
両
陛
下

に
拝
謁
す
る
奉
仕
団
の
一
行

ａ皇 お居 お奉 お仕ａの お記ａ

私
た
ち
一
行
三
十
三
名
は
、

去
る
三
月
三
日

か
ら
四
日
間
、

宮
城
並
に
東
宮
御

所
の
清
掃
作

業
に
奉
仕
し
て

参
り
ま
し

た
。

三
月
二

日
午
後
八
時
藤
田
駅

集
合
、
ま
る
で
子

ど
も
た
ち
の

遠
足
の
よ
う
な
は
し
ゃ
ぎ
よ
う

、
お
ま
け
に
農
村
建
設
班

の
修

学
旅
行
と
い
っ
し
よ
な
の
で
そ

の
に
ぎ
や
か
な
こ
と
。

三
月
三
日
午
前
五
時
上
野

に

着
き
、
す
ぐ
。（

ス
で
築
地

の
中

央
市
場
に
向
う
。
ま
だ
う
す
暗

い
東
京
、
し
か
も
み
ぞ
れ
が
降

っ
て
い
る
。
ね
む
っ
た
よ
う
な

東
京
の
町
も
築
地
に
近
づ
く
に

つ
れ
て
自
動
車
の
数
を
増
し
、

洪
水
の

よ
う
に
押
し
よ
せ
る
車

に
び
っ
く
り
、
こ
れ
で
は
と
て

も
見
学
ど
こ
ろ
で
は
な
い
、
迷

い
子

に
な

っ
て
し
ま
い
そ
う
な

の
で
車
の
窓
か
ら
眺
め
て
引
返

え
し
、
神
田
の
市
場
を
見

学
す

る
Ｏ七

時
宿
舎
城
北
館
（
文
京
区

）
に
着
き
、
朝
食
を
と
り
、
身

支
度
を
と
と
の
え
、
バ
ス
で

皇

居
桔
梗
門
に
到
着
、
い
よ
い
よ

御
構
内
参
入
と
い
う
の
で
、
身

も
心
も
ひ
き
し
ま
る
。
心
配
さ

れ

た
’空
も
晴
れ
、
群
れ
飛

ぶ
鳩

の
歓
迎

に
ほ

ほ
え
み
な

が
ら
、

四
列

に
そ

ろ
っ
て
守
衛
の
人
員

点

検
を
受
け
、
窓
明
館

と
呼

ば

れ
る
控
え
所

に
入

る
。
こ
こ
で

こ

れ
か
ら
の
日
程

や
心
得

を
係

り
の
人

か
ら
話

さ
れ
、
荷
物

や

べ
ん
と
う
を
あ

づ
け
て
庭

園
係

り
の
控
え
所

に
行

く
。
こ

れ
か

ら
毎
日

朝
八
時
半

ま
で
に
窓
明

館
に
入

り
す
ぐ
庭

園
係
り
詰
め

所
に
行
っ
て
作

業
の
指
示
を
う

け
よ
と
の
こ

と
。
今
日
は
両
陛

下

の
賜
謁
が
あ
る
か
ら
そ
れ
ま

で
休
ん
で
い
る
よ
う
に
と
い
わ

れ
、
植
木
な
ど
を
み
な
が
ら
お

待
ち
し
た
。

正
午
近
く
、
い
よ
い
よ
拝
謁

、
吹
上
御

所
の
御
門
前
に
整
列

お
待
ち
す
る
、
ま
も
な
く
両
陛

下
お
揃
い
で
お
で
ま
し
に
な
り

「
遠
路
わ
ざ
わ
ざ
の
勤
労
奉
仕

、
ま
こ
と
に
御

苦
労
で
す
。
せ

っ
か
く
か
ら
だ
に
気
を
つ
け
て

国
の
為

に
働
い
て
下

さ
い
」

と

ね
ん
ご
ろ
な
お
こ
と
ば
を
い
た

だ
き
、
誰
か
ら
と
も
な
く
君
が

代

の
斉
唱
が
起
り
続
い
て
両
陛

下

の
万

歳
奉
唱

が
行
わ
れ
た
。

午
後

は
主
馬

班
と
い
う
と
こ

ろ
に
行
き
、
宮
中
で

お
用
い
に

な
る
馬
車
や
馬
具
の
手
入
れ
を

し
た
。

ご
即
位
式
や
ご
結
婚
式

を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
の
議
式
、

外
国
使
臣
の
送
迎
な
ど
に
使

わ

れ

る
と
い
う
お
馬
車
、
四
十
四

両
が
保
管
さ
れ
、
こ

れ
を
引

く

馬
が
三
十
十
頭
も
飼
わ
れ
て

い

る
。
こ
う
し
て
午
後
三
時
半
作

業
終

り
、
四
時
退
出
、
門
前

に

は
す
で

に
迎
え
の
バ
ス
が
き
て

い
た
。
今
日
は
つ
か
れ
て
い
る

の
で
そ
の
ま

ま
宿
舎
に
帰
り
休

む
。

三
月
四
日
、
き
よ
う
も
天
気

が

よ
い
。
き
よ
う
の
仕
事
は
何
だ

ろ
う
と
心
が
は
ず
む
。
乾
通
り

、
蓮
池
堀
、
吹
上
御
苑
、
富
士

叺
櫓

、
道
濯
堀
…
…
と
お
ぼ
え

た
と
こ

ろ
を
左
右
に
な
が
め
な

が
ら
、
庭
園
係
り
の
あ
と
に
つ

い
て

い
く
と
本
丸
址
に
つ
く
。

こ
こ

に
は
宮
中
で
お
使
い
に
な

る
野

菜
畑
と
、
今
工
事
中
の
御

所
や
東
地
区
公
園

に
植
え
ら
れ

る
庭

木
が
仮
植
さ
れ
て
あ
る
。

こ

れ
ら
の
手
入
れ
を
し
た
後
で

天
守
閣
址

に
の
ぽ

っ
て
町
を
見

お
ろ
す
。
四
十
間
四
方
の
石

垣

の
上

に
、
昔

は
五
層
の
大
天

守

閣

が
そ

び
え
て
い
た
の
だ
が
、

有
名
な
ふ
り
そ
で
火
事
で
焼
け

て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
、
ほ
ん

と
に
惜
し

い
こ
と
を
し
た
も
の

だ
。午

後
は
見
学
と

い
う
。
賢
所

を
は
じ
め
宮
中
三
毆
、
陛
下
が

一
週
三
回
も
お
い
で
に
な
る
と

い
う
生
物
学
研
究
所
、
き
の
う

奉
仕
し
た
お
馬
車
庫
、
宮
内
庁

病
院
な
ど
拝
観
、

途
中
道
灌
堀

、。
紅
葉
山

、
百
人
番
所
、
同
心

番
所
な
ど
昔
の
姿
そ
の
ま
ま
に

残
っ
て
い
る
の
を
係
り
の
方
の

説
明
を
き
き
な
が
ら
歩
く

。

帰
り
に
は
そ
の
ま
ま
浅
草
に

車
を
走
ら
せ
、
国

際
劇
場
を
見

て
九
時
近
く
宿
舎
に
も
ど
る
。

今
晩
だ
け
本
郷
の
機
山
館

に
泊

る
Ｃ
・

三
月
五
日
、
今
日
は
東
宮
御
所

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
ま

っ
す
ぐ
に
赤
坂
御
用

地
に
向
う

。
こ
の
御
用
地
は
面

積
二
十
一

万
坪
、
そ
の
一
部
に
東
宮
御
所

が
あ
る
。
私
た
ち
の
仕

事
は
菊

鉢
に
使
う
土
運
び
、
四
台

の
リ

ヤ
カ
ー
を
使
っ
て
三
〇
〇

メ
ー

ト
ル
ほ
ど
は
な
れ
た
と
こ

ろ
に

運

ぶ
仕
事
を
、
朝
か
ら
晩
ま
で

つ
づ
け
る
。
そ
の
間
に
約
二
時

間
、
東
宮
御
所
に
ま
い
り
皇
太

子
殿
下
御
夫
妻
に
お
目
に
か
か

り
、
こ
こ
で
も
殿
下

か
ら
、
や

さ
し
い
ね
ぎ
ら
い
の
お
こ
と
ば

を

い
た
だ
い
た

。

今
晩
は
東
京

タ
ワ
ー
の
見
学

、
晟
の
東
京

タ
ワ

ー
は
た
い
て

い
の
者
が
見
て
い
る
が
、
夜
景

の
す

ぱ
ら
し
さ
に
は
ふ
ん
な
び

っ
く
り
、

匸
一
〇
Ｘ
Ｉ
ト
ル
の

展
望
台

か
ら
吃

お
ろ
し
、
見
は

ら
す
。
ど

っ
ち
を
見
て
も
灯
の

海
だ
。
帰

り
の
夜
の
錣
座
も
す

ば
ら
し

い
。

三
月

六
日
、
’
私

た
ち
の
奉
仕
も

い
よ
い
よ
今
日
で
終
り
と
思
う

と
何

と
な
く
心

残
り

が
す

る
。

今

日
の
け
事

は
…
……
人
き
な
期

待
を
も
っ
て
参
入
す

る
。
紅
葉

山

に
あ
る
桑
畑

の
手
人
れ
だ

）

一
反

歩
ば
か
り
の
桑
園
、
ま

ご

こ
ろ
こ

め
て

の
作
業

、
三
〇
分

ぽ
か
り
で
終
り
、
臭
后
陛
下
が

蚕
を
飼
わ
いれ
る
御

養
蚕
所

を
拝

観
す
る

、
六
〇

グ
ラ
ム
ぐ
ら

い

の
春
蚕

を
な
さ
れ
、
五
～
六
〇

貫
の
収

穫
を
あ
げ
ら

れ
る
と

の

こ
と
。
こ
の
へ
ん
は
宮

城
内
で

一
ば
ん
高
い
と
こ
ろ
で
、
新
宮

蒙
の
工
事
場
が
目
の
下
に
見
え

る
Ｏ十

一
時
宮
内
庁
前
で
係
り
の

方
か
ら
謝
辞

を
受
け
、
恩
賜
の

た
ば
こ
を
い
た
だ
い
て
退
出
。

今
日
は
皇
后
様
の
御
誕
日
で
お

祝
い
の
儀
式
が
あ
る
た
め
、
仮

宮
骰
の
あ
る
宮
内
庁

に
は
名
士

の
出
入
り
が
多
く
、
警
戒
も
き

び
し
い
よ
う
。

午
後
は
オ
リ
ソ
ピ
ツ
ク
施
設

の
見
学
を
し
、
最

後
の
宿
り
熱

海
に
向
う
。
国
立
競
技
場
、・
屋

内

プ
ー
ル
、
武
道
館
、
ど
れ

を

見
て
も
そ
の
大
き
さ
と
ゆ
き
と

ど
い
た
設
備
に
お
ど
ろ
く
。
特

に
オ
リ
ソ
ピ

ツ
ク
道
路
と
い
わ

れ
る
高
速
道
路
の
快
適
さ
に
感

激

、
六
時
半
熱
海
温
泉
八
重
州

旅
館

に
着
く

。

一
二
月
七
日
、
今
日
は
最
後
の
見

学
日
、
午
前
九
時
出
発
、
十
国

峠
を
通
っ
て
箱
根
に
上
り
、
湯

本
か
ら
小
田
原

に
で
、
き
の
う

通
っ
た
東
海

道
を
戻

っ
て
江
の

島
、
城
が
島

を
見
、
横
須
賀
、

横
浜
を
車
中

か
ら
眺

め
て
六
時

半
上
野
着
、

九
時
ま
で
を
自
由

時
間
と
し
て

そ
の
聞

に
そ
れ
ぞ

れ
知
人
を
訪
問

し
た
り
面
会
人

と
話
し
た
り
し
、
十
時
四
十
五

分
発
で
帰
途
に
つ
く
。

こ
う
し
て
私
た
ち
は
、
四
日

間
の
奉
仕
を
し
、
見

学
と

い
う

お
ま
け
ま
で
し
て
無
事
帰

る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
お
せ
わ
に

な

っ
た
皆
さ
ん
や
心
配
い
た
だ

い
た
多
く
の
方
が
た
に
厚

く
厚

く

お
礼
を
申
上
げ
ま
す
。
こ

ん

な
安

い
経
費
で
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
強
勉
が
で
き
た
の
も
婦

人
会
と
い
５
組
織
の
お
か
げ
だ

と
喜

ん
で
い
ま
す
。
こ
ん
ど
行

か
れ
な
か
っ
た
方
が
た
も
こ
の

あ
と
ぜ
ひ

お
出
か
け
に
な
る
よ

う
お
す
す

め
し
ま
す
。

ご
参
考
ま
で

に
経
費
の
あ
ら

ま
し
を
記

し
ま
す

。

経
費
調

べ
（

一
人
分
）

汽
車
賃
　
　

一
、
三
六
〇
円

バ
ス
賃
（
有
料

道
路
通
行
料

、
駐
車
料
等
含

む
）

二
、
五
四
四
円

宿
泊
料
（

昼
食
を
含

め
四
泊

五
日
分
　
　

三
、
七
八
〇
円

見
学
料
そ
の
他
　

七
七
〇
円

○
合
計
　
　
　

八

、
四
五
四
円

○
他
に
団
体
よ
り
の
支
出

分

一
人
当
り
　
　
　

五
九
一
円

（
団
長
　

村
上
ト
ク

記
）

○

時

間

尊

重
　

定

時

励

行
　

ポ

ン

プ

百

よ

り

用

心

一
・つ
、
焼

け

て

泣

く

よ

り

笑

顔

で

用

心



有

線

放

送

な
ど

谷
口
組
介
長
所
信
を
語
る

昨
年
四
月
以
来
関
係
機
関
の
熱

心
な
指
導
と
組
合
役
職
員
に
よ
る

周
到
な
調
査
研

究
並
び
に
組
合
員

の
積
極
的
な
協
力
が
実

を
結
び
、

三
月
一
日
、
国

見
町
農
業
協
同
組

合

は
、
名
実
共
に
近
代

的
な
大
型

農
協
と
し
て
発
足
し
た
。
去
る
一

月
二

十
九
日
の
慟
一
同
設
立
委
員

会
に
お
い
て
理
事
、
監
事
の・
新
役

員

が
選
任

さ
れ
て
か
ら
合
併
の
作

業

は
と
ん
と
ん
拍

子
に
進
み
、
定

狄

の
設
定
、
職
員
の
任
命
配
置
、

事

業
計
画
の
樹

立
七
の
世

一
切

の

準
備

を
終
っ
て
三

月
一
目
の
問
庁

式

を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
利
代
組

合

長
に
就
任
し
た
谷
口
亀
之
助
氏

は
そ
の
挨
拶
で
、
特
に
農
協
合
併

の
時
代

的
要
請
を
強
調

し
、
大
型

農
協
の
使
命
は
お
く
ま
で
組
合
員

の
福
利
増
進
に
あ
り
、
各
櫁
の
事

業
計
画
は
す
べ
て
そ
の
線
に
沿
っ

て
立
て
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

組
合
員
各
位
も
百

パ
ー
セ
ン
ト
組

合

利
川
に
努
め
て
頂
き

た
い
と
述

べ
て
い
ろ

。

職

員
糾
繊
も
だ
い
ぶ
人

型
化
近

代
化

し
、
先
ず
本
斤
に
は
組
合
長

参
事
の
も
と
に
管
理
、
金
融
、
経

済

、
特

産
の
四
課

を
お
き

、
こ

れ

ま
で

の
各
地
区
農
協
庁
舎

は
そ

の

ま
ま
支
所
と
し
、
組
合
員

に
直
結

す

る
出
先
機
関
と
し
て
の
磯

能
を

十
分
発

揮
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

特
に
課
長
二

文
所
長
の
人
選
に
は

慎
重

を
期
し

、
と
か

く
官
公
庁

に

あ
り
か
ち
な
年
功
序
列
型
を
排

し

有
能
な
人
材

を
抜
圜
任
命
し
て
あ

り
、
そ
の
他

の
職
員
も
適
材
適
所

主
義
の
苫

労
の
あ
と
が
伺
え
る
ヽ

谷

口
組
合
長
挨
拶

「
関

係
機
関
の
ご
指
導
と
組
合

役
職
員

の
熱

心
な
研

究
に
ょ
り
、

国
見
町
農

業
協
同

組
合

が
発
足

で

き

ま
し

た
こ

と
、
ま
こ
と
に
ご
同

慶

に
堪
え

ま
せ
ん
。
中

す
ま
で

も

な
く
農

協
合
併
の
目
的
は
組
合
員

の
福
利

増
進
に
あ
り
、
些
か
の
後

退

も
許

せ
ま
せ
ん
。
随
っ
て
、
今

後
合
併

に
よ
っ
て

ご
不

自
由
ご
不

満
の
点

が
ご
ぎ
い
ま
し
た
ら
、

即

刻

ご
指
摘

頤
い

ま
す

。

今

後
考
え
ら
れ

ま
す
組
合
事
業

と
し
て
円
滑
な
生
産
資
金
の
供
給

営

農
指
導

の
強
化

に
よ
る
生
産
性

の
向

上
、
共
同
選
果

に
よ

る
大

口

出
荷
販
売

の
有
利
性
を
図
る
、
有

線

放
送
設
趾
耙

よ
る
情
報
伝
達
組

織
の
強
化

を
図

る
等

々
で
あ
り
ま

す

が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
組
合

全
利
用

を
切
に

お
願
い
す
る
次
労

で
す
Ｊ

四
課
・
六
支
所
の
職
員
き
ま
る

国
見
町
農
協
で

は
三
月
一
日
発

足
に
先
立

っ
て
次
の
よ

う
に
職
員

の
人
事
を
発
表

し
た
。

囹
本
所

組
合
長
　
　

谷

口
亀
之
助

参
　

事
　
　

後
藤
豊
三
郎

○
管

理
課

課
　

長
　

佐
野
　

貞
治

斎
藤
久
二
男

佐
久
間
英
子

高
原

カ
チ
子

斎
藤

．幸
子

村
上
　

雅
子

○
金
融
課

課
　

長
　

西
村
亥
八
郎

（
合
同
農
協

特
別
指
導
員

）

橋
本
　
　

研

古
内
　

キ
ミ

○
経
済
課

課
　

長
　

玉
手
　

正
造

（
購
買

）
　
武
田
　

正
義

斎
藤
　

友
子

（
販
売
）
　
高
橋
　
　

進

Ｏ
特
産
課

課
　

長
　

佐
藤
　

秀
男

菅
野
善
一
郎

佐
藤
　

ク
ニ

（
営
農
指
導

員
）

（

ぴ

）
　
佐
久
間
真
【

（

μ

）
　
高
原
　

英
一

（

な

）
　
三
浦
　

勝
男

（
大
木
戸
支
兼
）

阿

部
　

松
夫

囹
支
所
（
支
所
長
を
除
く
職
員
数
）

小
坂
支
所
長
　

関
口
　

正

一
９

藤
田
　

り
　
　

紺
野
宗

兵
１
４

森
江
野

な
　
　

佐
藤
　

茂

雄
１３

大
木
戸

か
　
　

佐
藤
　

定
男

１０

大
枝
　

ｙ
　
　

松

浦
　
　

宏
４

石
母
田

が
　
　

佐
藤
　

幸

治
３

学
生
服
寄
贈

藤
田
八
木
屋
呉
服
店
（
本
田
吉

助

氏
）
で

は
こ
の

た
び
生
活
困
難

家
庭

に
対
し
、
学
生
服
四
八
着
の

寄

贈
を
中
出
で
、
そ
の
現
物
を
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
届
け
た
。
同

会
で
は
直
ち
に
民
生
委
員
会
を
開

き
、
こ
れ
を
配
分
す
る
と
共
に
、

そ
の
厚
志
に
対
し
泱
甚
な
謝
意
を

表
し
た
。
（

住
民
課

よ
り
）

理
事
監
事
で
専
門
委
員
会

農
協
合
併
の
段
ど
り
を
審
議
す

る
国
見
町
農
業

協
同

組
合

設
立
委

員
会
で
は
一
月
二
十

九
日
分
一

回

会
合
を
開
き
、
新
組
合

の
運

営
母

体
に
な
る
理
事
、
監
事
の
選
任
を

し
た
。

○
理
事
（
四
四
名
）

（
小

坂
地
区

）

佐
藤
善
右
工

門
　

菅
野
正
明

佐
藤
　

豊
吉
　

林
　
　

元
衛

赤
坂
栄
次
郎
　

紺
野
　

忠

蔵

野
村
　

隆
一
　

佐
藤
　

源

蔵

朽
木
　

松

吉
　

佐
藤
　

俊
雄

（

藤
田

地
区

）

赤
井

畑
直
衛
　

穂
苅
　

計
三

奥
山
福
太
郎
　

秦
　
　

勝
喜

八
島
房
次
郎
　

吉
田
　

一
雄

浅
野
　

利
市
　

菊
地
　

忠
顕

高
野
要
次
郎
　

八
島
　
　

昌

松
浦
権
次
郎

（
森
江
野
地
区
）

谷
口
亀
之
助
　

後

藤
　

豊
松

吉
田
　

忠
夫
　

佐

久
間
要
助

蓬
田
　

直
一
　
’佐

藤
亀
太
郎

引
地
　

芳
男
　

村
上
　

正
義

菊
地
　

唯
七

（
大
木
戸

地
区

）

八
島
福
太
郎
　

酒
井
　
　

保

松
浦
市
三
郎
　

渋
谷
　

貞
一

吉
川
　

亀
吉
　

阿
部
　

武
夫

斎
藤
　

与
市
　

高
橋
徳
五
郎

大
沼
　

酉
治

（

大
枝

地
区

）

鈴
木
　

幸
吉
　

鈴
木
常
之
助

玉
手
　

昭
市
　

新
井
　

玄
竜

小
林
　

敏
雄

９
監
事
（
一
四
名
）

（
小

坂
地
区
）

高
橋
　

豊
一
　

佐
藤
　

元
一

仲
野

直
一
郎

（
藤
田
地
区
）

菊
地
　

吉

二
　

紺
野
金
兵
工

奥
山
勝
太
郎

（
森
江
野
地
区
）

村
上
　

三
郎
　

佐
藤
　

隆
治

菊
地
　
　

吉

（
大
木
戸
地
区
）

村
上
与
惣
平
　

佐
藤
　

武
雄

八
島
　

栄
一

（
大
枝
地
区
）

玉
手
　

寿
郎
　

佐
藤
　

平

治

尚
こ
れ
ら
の
理
事
、
監
事
は
各

課
毎
に
設
け

ら
れ
た
専
門
委
員

会

の
委
員
と
し
て

そ
れ

ぞ
れ
調
査
研

究
を
し
、
運
営

の
万
全
を
期
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
分
担
は
別
表

の
よ
う
に
決

っ
た
。

一
人
三
、
二
〇
〇
円

の
給
付

ふ
く
れ
る
国
保

昭
和
Ｈ
卜
年
度
国
民

健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
は
、

一
般
会
計
予

算

と
同
じ
く
去
る
三
月
定
例
町
議

会
で
可
決
さ
れ
、
そ

の
規
模
は
、

三
五
、
五
六
八
千
円
で
前
年
度
に

比
べ
五
、
〇

九
五
千
円
の
増
加
と

な

っ
て
お
る
。
医
療
費
は
年
々
増

加
の
一
途
を
た
ど
り
、
保
険
財
政

は
ま
す
ま
す
膨
張
し

、
保
険
税
の

増
徴
は
各
市
町
村
共
通
の
問
題
と

な
っ
て
い
る
’。、
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
町
の
係
り
は
次
の
よ
う
に
説
明

し
た
。

（
前
眉
）
保
険
財
源

の
大
宗
を
な

す
保
険
税
額
は
一
七
、
二
七
六
千

円
で
前
年
度
に
比

べ
て
二
、
七
六

九
千
円
の
増
額
と
な
り
、
被
保
険

者
一
人
当

り

Ｉ
、

八
七
七
円
（
前

年
度
に
比
べ
三
四
〇
円
二
一
ニ
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
）
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

に
対
し
て
保

険
給
付
額
は

Ｉ
人
当

り
、
三
、
二
二
八
円

一
前
年
度
に

比
べ
て
五

七
五
円
、
二
ニ
ハ

ー
セ

ソ
ト
増

）
と

な
り
ま
す
。
従
っ
て

保

険
税

を
納

め
て
保
険
給
付
を
受

け

る

Ｉ
人
当
り
の
割
合
は
一
七
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
還
元

さ
れ

る
割
合
が
い
か
に
大
き
い
か
を
ご

理
解

い
た
だ
き
、
国
民
健
康
保
険

の
果
す
使
命
が
住
民
の
皆
さ
ん
の

福
祉

に
と
り
ま
し
て
い
か
に
大
切

で

あ
る
か
を
ご
認
識
く
だ
さ
い
ま

し
て
今
後
と
も
保
険
税
の
納
付
に

よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
懇
請
す
る

次
汝
で

あ
り
ま
す
。

な
お
旁
一
期
分
の
国
民
健
康
保

険
税
納
期

は
来
る
四
月
三
十
日
と

な
っ
て

お
り
ま
す
か
ら
よ
ろ
し
く

ぉ
願

い
し
ま
す
。
（

後
略
）

鎮
守
様
は
あ
れ
ら
の
手
で

大
木
戸
老
人
の

奉
仕
作
業

大
木
戸
、
高
城
、
山
根
部
落
の

老
人
学
級
生
二

四
名

は
四
月
一
日

午
後
、
同
部
落

の
鎮
守
国
見
神
竍

に
集
ま
り
、
い
ぐ
ね

の
間
伐
や
培

内
の
大
掃
除
を
し
た
。
戦
前
は
、

村
社
と
し
て
、
そ

の
祭
典
に
は
紂

か
ら
幣
帛
料
を
献
じ
、
村
長
自
ら

玉
串
を
捧
げ
、
村
民
は
す
べ
て
氏

子
と
し
て
敬
神
を
殼
大
の
美
徳
亠

信
じ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
、

境
内
な
ど
も
、
学
童
や
青

年

な
ど
の
奉
仕
に
よ
り
常
に
掃
龠

清

め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
終

戦
後

は
、
信
教
自
由
の
名
の
も
と

に
、
神
社
に
対
す
る
一
切
の
公
的

支
持
は
な
く
な
り
、
公
立
学
校
の

宗
教
教

育
は
禁
止
さ
れ
、
神
社
仏

閃

に
対
す
る
集
団
参
拝
や
奉
仕
な

ど
は
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、
青

少
年
は
勿
論
、
お
と
な
た
ち
の
信

仰
生
活
は
す
っ
か
り
変

っ
て
し
ま

っ
た
観
が
あ
る
。
近
頃
、
各
地
の

神
社
や
仏
開

が
復

興
さ
れ
、
豪
勢

な
参
拝
団
が
目
白
押
し
に
押
し

か

け
る
よ
う
乃
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

中
に
は
、
純

粋
の
信
仰
か
ら
で
は

な
く
、

と
か
く
企
業
と
結
び
つ
い

た
観
光
行
事
が
多
い
の
で
あ
る
。

こ
の
肝
‥相
に
獸
い
た
大
木
戸
の

老
人

た
ち
は
、
み
ん
な
で
金
を
出

し
合

。
て
西
陣
織
の
立
派
な
幕
を

奉
納
し
、
毎
月
一
日
に
は
神
社
に

集
ま
っ
て
境
内
の
清
掃
を
ず
る
こ

と
に
し
た
の
で
あ
る
。

婦 人 の歴 史 八 十年 (２)

大
正

丿
年
　

宝
塚
少
女
歌
劇
初

演
○
光
一
次
世
界
大
戦
に
参

加
。
青
島
に
進
攻

同
５
年
　

日

本
殼
銷
の
女
理
学

十
誕
生
（
黒
田
ち
か
、
牧
田

ら

く
）
　

○
（
青
踏
）
廃
刊
。

同
７
年
　

富
山
県
の
主
婦
二
百

余
名
の
米
価
値
上
げ
反

対
運

勣
が
契
匳
と
な
り
、
全
国
的

な
米
騒
動
　

○
平

塚
ら
い
て

う
、
市
川
房
枝

、
奥

む
め
を

等
（
釿
婦
人
協
会
い
を
創
立
。

同
９
年
　

新
婦
人
附
会
、

治
警

法

帽
五
条
の
改
正

、
花
柳
病

男
子
の
結
婚
禁
止
の
請
願

を

提
出
、
衆
議
院
を
通
過

し
た

が
、
心
収
院
で
否
決

さ
る
。

○
尾
崎
行
雄
犬
養
駭
等

「
普

選
同
凹
公
ど

を
結
成

。

回

１０
年
　

山
川
菊
栄
、
伊
藤
野

枝
堺
真
柄
等
「
赤
瀾

会
二

を

結
成
　

○
新
婦
人
協
会
、
婦

人
参
政
権
を
誤
效
に
請
願
。

同
口
年
　

国
際
婦
人
デ
ー
に
は

じ
め
て
日
本
代
表
参
加
｛
堺

真
柄
丹
野

セ
ッ
等
｝
○

治
警

法
愀
五
条
改
正
案
両

院
通
過

（

婦
人
が
政
治
演
説
を
し
た

り
、
き
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
）

同
1
2
年
　

婦
人

参
政
川
盟
を
結

成
（

坂
本
真
柄
等
）
婦
人
参

政
権
建
議
提
出
　

○

日
本

平

リ
ス
ト
教
婦
人
参
政

権
協
会

創
立
○

関
東
大
穴
災

。
こ
れ

を
契
機

と
し
て
婦
人
団
体
の

連
合
な
り
、
東
京
連
合
婦
人

会
を
結
成
。

同

１３
年
　

婦
人

参
政
則
盟
、
婦

人

参
政
権
協
会
等
の
有
志
、

婦
人
参
政
権
痼
得
期
成
同
盟

を
結
成

。

同
１４
年
　

婦
人
の
結
社
自
由
の

泌
津
、
衆
議
院
を
通
過
、
貴

族
院
で
不
採
択
。
○

普
通
選

挙
法
公
布
。
○
治
安
維
持
法

公
布
、
思
想
川
辺
の
法
的
基

礎
な
る
。

同

１５
年
　

日

本
放
送
協
会
誕
生

昭
和
３

年
　

労
一
回
普
通
選
挙

無
産
政

党
か
ら
八

名
当
選

。

○
婦

迷
獲
得
共
同
委
員
会
を

結
成
（
婦

選
巡
同

盟
を
中
心

に
）

同
４

年
　

婦
人
公
民
権
審
議
会

に
提
出
、
衆

議
院
で
否
決
。

同
５
年
　

汁
一
回
全
日
本
婦
選

大
会
、
議
会

ヘ
デ
モ
。
○
衆

談
院

治
警
法
改
正

お
よ
び
婦

人
公

民
権
案

を
可
決
、
貴
族

院
で
は
、
前
者
は
審
議
未
了

、
後
者
は
否
決
。

同
６

年
・

婦
人
公
民

権
案
、
衆

議
院
で
可

決
、
貴

族
院
で
否

決

。
○

無
産
三
党
合
同
し
て

全

国
労

農
大
衆
党
を
結
成
。

○

満
州
事
変
お
こ

る
。

回
７

年
　

大
日
本
国
防
婦
人
会

結
成
。
○
五
・
一
五
事
件
。

○
社
会
大
衆
党
結
成
。

同
９

年
　

婦
人
参
政
同
盟
。
社

会
大
衆
婦
人
同
盟
等
、
母
子

扶
助
法
制
定
運
動
開
始
。
○

満
州
国
帝
制
実
施
。

同

日
年
　

全
国
婦
選
大
会
、
全

国
母
性
保
誕
大
会
ひ
ら
く
。

○
婦
選
毀
碍
同
盟
総
会
。
○

二
・
二
六
事
件
。
○
日
独
、

日
伊
防
共
協
定
。

同
１２
年
　

母
子
保
護
法
公
布

。

○
日
中
事
変
。

同
1
5
年
　

婦

選
獲
得
同
盟
、
婦

人

参
政
同

盟
等
解
散
、
運
人

運

動
に
終
皀
符
。
○
各
政
党

解
党
、
大
政
翼
賛
会
に
包
含

さ
れ
る
。

同
1
6
年
　

太
平
洋
戦
争
お
こ
る

同
口
年
　

愛
国
婦
人
会
、
大
日

本
国
防
婦
人
会
、
大
日
本
連

会
婦
人
会
合
同
、
大
日
本
婦

人
会
結
成
。
○
女
子
勤
労
動

員

。

同
2
0
年
　

終
戦
。
○

婦
人
参
政

権
付
与
。

同
２１
年
　

総
選
挙
で
婦
人
代
議

±
3
9
名
当

選
。
○
日
本
国
憲

法
公
布
、
男
女
平

等
権
確
立

（

完

）

惣一
　
昭

員委会員委門専

経
　
　
　

済

委
員
長

佐
藤
善
右
工
門

特
　
　
　

産

委
員
長八

島
福
太
郎

金
　
　
　

融

委
員
長鈴

木
、幸

吉

管
　
　
　

理

委
員
長赤

井
畑
直
衢

専
　

門
　

別

紺
　
野
　
忠
　
蔵

朽
　
木
　
松
　
吉

仲
　
野
　
直
一
郎

佐
　
藤
　
源
　
蔵

赤
　
坂
　
栄
次
郎

佐
　
藤
　
元
　
一

佐
　
藤
　
豊
　
吉

佐
　
藤
　
俊
　
雄

林
　
　
　
一
兀
　
衛

菅
　
野
　
正
　
明

野
　
村
　
隆
　
一

高
　
橋
　
豊
　
一

小
　
　
　
　
　坂

松
　
汕
　
権
次
郎

菊
　
地
　
忠
　
顕

秦
　
　
　
勝
　
喜

八
　
鳥
　
房
次
郎

高
　
野
　
要
次
郎

菊
　
地
　
太
　
三

浅
　
野
　
利
　
市

穗
　
苅
　
計
　
三

八
　
島
　
　
　
昌

奥
　
山
　
擶
太
郎

古
　
田
　

】
　
雄

奥

山

勝

太

郎

紺

野

金

啝

衛

藤
　
　
　
　
田
　
一
　
森
　

江
・

野

吉
　
田
　
忠
　
夫

村
　
上
　
正
　
義

佐
久
間
　
要
　
助

菊
　
地
　
唯
　
七

佐
　
茴
　
隆
　
治

後
　
藤
　
豊
　
松

佐
　
藤
　
亀
太
郎

村
’
上
　
三
　
郎

菊
　

圸
　
　

吉

引
　
地
　
芳
　
男

蓬
　
田
　
直
　
一

吉
　
川
　
亀
　
吉

斎
　
藤
　
与
　
市

佐
　
藤
　
武
　
雄

渋
　
谷
　
貞
　
一

酒
　
井
　
　
　
保

村
　
上
　
与
惣
平

松
　
浦
　
市
三
郎

高
　
橋
　
徳
五
郎

大
　
沼
　
酉
　
治

阿
　
部
　
武
　
夫

八
　
島
　
栄
　
一

大
　

木
　

戸

玉
　
手
　
寿
　
朗

小
　
林
　
俊
　
雄

玉
　
手
　
昭
　
市

佐
　
藤
　
平
　
治

鈴
　
木
　
常
之
助

新
　
井
　
玄
　
竜

大
　
　
　
　
枝

○

み

ん

な

の

組

合
　

み

ん

な

で

育

て

よ

う



今
年
こ
そ
し
つ
か
り
や
ろ
う

青
年
学

級
大
（

ツ
ス

ル

国
見

町
青
年
学
級
で
は
四
月
十

一

日
午

後
一
時
か
ら
青
年
研
修
所

で

開
講
式

を
挙
げ
、
好
調
な
す
べ

り
出
し
を
し
た
。
今
年
度
は
従
来

と
異

な
り
、
旧
年
度
中
に
一
切

の

準
備
を
終
り
、
新
年
度
に
入
る
と

す
ぐ
発
足

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
と

か
く
公
民

館
と
か
青
年
団
の
役
員

に
依
存

す
る
考
え

が
強
い
た
め
、

折
角
開

級
し
て
も
永
続
き
せ
ず
、

龍
頭
蛇
足

に
終

る
こ
と
が
多
か
っ

た
が
、
今
回
は
、
学
級
生
の
募
集

か
ら
計
画

の
立
て
方
、
学
級
の
連

営
に
い
た
る
ま
で
学
級
生
自
身
で

進
め
、

し
か
も
晨
繁
期
を
含
め
て

年
中
通
し
て
学
習
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
役
員
な
ど
も
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
組
織

を
つ
く
り
、
一

人
一
人

が
何
ら
か
の
役
割
を
受
持

ち
、
傍
観
者
は

］
人
も
な
い
の
で

あ
る
。
学
習
計
画

は
四
半
期
ご
と

に
み
ん
な
で
立
案

し
、
毎
月
一
回

機
関
紙
を
発
行
し
、
三
月

に
一
回

は
文
集
を
つ

く
る
な

ど
、
広

報
活

動

に
も
つ
と

め
る
予
定
で
あ

る
。

現
在
巾
込
者

は
一
一
〇

名
で

、
こ

れ

か
ら
も
煥

分
加
入

者
が
ふ
え

る

見
込

み
で

あ
る
が
、

六
月
末
で
一

応
締

切
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
゜

｛

学

習
内
・賢
｝

学
習
内

容
を
見
る
と
次
の
よ
う

に
一

般
教
養
の
面

が
多
く
、
職
業

家
庭

、
花

道
な
ど
は
ク
ラ
ブ
活
動

と
し
て
有

志
の
学
習
に
ま
か
せ
る

Ｏ

文
化
而

と
し
て

文
集

作
り
、
人

問
関
係
、
幸
福

に
つ
い
て
、
郷

土
史
、
手
紙
の

書
き
方

、
結
婚

問
題
、
親
孝
行

に
つ
い
て
、
人
生
に
つ
い
て
、

文
芸

略
社
会
面
に
つ
い
て

政
治
、
経
済
、
産
業
、
交
通
規

則
、
肚
界
の
情
勢

。
簿
記

、
結

婚
問
題

、
青
年
の

エ
チ

ケ

ヴ
ト

○
家
庭
而
と
し
て

花
珀
、
茶
道
、
料
醐

。
美
容
法

着
付
、
育
児

○
農
業
に
つ
い
て

基
礎
的
な
農
事
知
識
、
庭
園
、

体
験
発
表
、
農
政
問
題

○
体
育
レ
ク
リ

Ｉ
Ｉ

シ
ョ
ソ

フ
ォ

ー
ク
ダ

ン
ス
、
コ
ー
ラ
ス

、
ソ

フ
ト
ボ

ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ

Ｉ
ル

○
行
事

サ
イ

ク
リ
ン
グ
、

登
山
、

旅
行

ス

キ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
町
民

体
育
大
会
、
芸
能
祭
、
交

歓
会

［
役
割
］

運
営
委
員
会
を
設
げ
、
公
民
館

の
指
導
の
も
と
に
自
主
的
な
活
動

を
す

る
。

運
営
委
員
長
　
松
田
　
和
夫

同
訓
委
員
長
　
玉
手
　
忠
七

同
　
　
　
　
　
八
巻
　
茂
子

書
記
　
　
　
　
鈴
木
　
恵
子

会
計
　
　
　
　
高
原
　
長
吉

文
化

部
長
　
　

佐
藤
　

旦
雄

レ
ク
部
長
　
　

斎
藤
喜
代
志

社
会

部
長
　
　

黒
田
　

勝
夫

農
業

部
長
　
　

渋
谷
　
　

肇

体
育
部
長
　
　

松
浦
　

幹
男

家
庭

部
長
　
　

朽
木

Ｉ
ツ
子

方

部
連
絡
員
（
○
印

は
長
）

大
杢

尸
方

部
　

○
斎

藤
真
利

渋
谷
　

贖
　

八
島
義
信

谷
津
富
夫
　

吉
田
邦
男

小
坂
方
部
　
　

○
高
橋
　

勇

後
藤
直
一
　

渡
辺
茂
男

鴨
田
一
男
　

安

藤
圧
一

森
江
野
方
部
　

○
高
橋
佐
七

佐
藤
正
春
　

佐
久
問
友
一

佐
久
間
金
雄

詒

出
方
部
　
　

○
高
野
久
美

佐

藤
且
雄

大
枝
方

部
　
　

○
瀬
戸
源
一

鈴
木
徳
治

（
そ
の
他

追
っ
て
発
表
）

【

規

則

】

学

級
生
は
一
社
会
人
と
し
て
、

次

の
こ
と

を
守

る
こ
と
を
申
合
せ

た
。

一
、

学
級
生
は
青
年
学

級
に
お
い
、

て
常
に
規
律
あ

る
行
動
を
と
り

且
つ
決
め
ら
れ
た
時

間
を
厳
守

す
る
こ
と
Ｏ

二
、
学
級
生
は
学
級
活

動
に
参
加

す
る
場
合
、
必
ず
身
分
証
明

書

を
携
帯
す
る
こ
と
。

三
べ
悪
天
候
の
場
合
で

も
日
程
通

。り
実
施
す
る
。

四
、
全
日
程
の
七
〇
％
以
上
出
席

し
た
者
に
修
了
証
書
を
授
与
す

る
Ｏ

五
、
学
級
生
は
一
人
年
間
一
〇
〇

円
の
学
級
費
を
出
す
こ
と
。

六
、
今
後
入
級
す
る
者
は
六
月

末

日
で
締
切
る
こ
と
。

写
真
　

文
部
省
日
高
先
生
の
講
議

青
年
学
級
生

名
簿

高
橋
勇
（
小
坂
北
町
）
　

安
藤

仙
三
（
同
北
畑
）
　

野
村
元
次

郎
（
同
板
橋
）
　

後
藤
直
一
　（

鳥
取
大
内
）
高
橋
昭
一
　（

が
宿

の
淀

）
佐
藤
洋
一
（
μ

山
田
）

遠
藤
春
夫
（

か
鳥
取
）
高
原
長

吉
（
な
堤
下
）
熊
坂
初
男
（
内

谷
東

）
鴨
田
清
一
　
冫

西
）
赤

坂
兵
作
（

り
西
脇

）
鴨
田
一
男

（
μ
西
）
安
藤
庄
一
（

か
西
堂
）

黒
田
勝
夫
（
泉
田
　

足
洗
）
阿

部
栄
一
　（

ぴ
石
田
）
阿
部
忠
一

（

か
下

）
林
栄

一
郎
宵

川
北
）

渡
辺
茂
男
（
″
畔
田

）
宮
崎
寅

年
（

″
堤
尻
）
渡
辺
幸
一
（

″

立
町
）
佐
藤
皿
雄
（
石
母
田
築

山
）
佐
藤
邦

治
（

か
横
町
）
高

野
久
美
（

ぴ
笠
松
）
菊
地
良
七

（
り
下

原
）
菊

地
顕
七
（

″
原

）
市
川
忠
明
（

″
荒
町

）
浅
野

孝
保
（
山
崎
新
田
山
）
高
橋
常

男
（
同
水
門
）
佐
久
間
利
春
（

森
山
宮
前
）
佐
久
間
友

匸
（

即

上
野
台
）
佐
藤
武
夫
（

が
西
国

見
）
佐

久
間

金
雄
（

ぴ
滝
東
）

佐
藤
幸
作
（
徳
江
親
郷
）
斎
藤

喜
代

志
（

か
館
ヶ
畸

）
斎
藤
正

勝
（
り
館
ヶ
崎

）
佐
藤
正
春
（

な
拾
俵
橋
）
実
沢
国
夫
（

か
東

原
）
斎
藤
賢

一
　（
μ
館

ヶ
畸

）

高
橋
佐
七
（

塚
野
目
沢

）
菊
地

秋
男
（
同
福
田
）
菊

地
長

七
（

同
正
法
寺
）
大
津
勝
利
（

森
山

沼
須

）
徳
江
恒
雄
（

徳
江
館

）

八
巻
毅
（
同
館
）
八
巻
良
一
　（

同
団
扇
）
吉
田
邦
男
（

大
木
戸

幡
門
場

）
阿
部
貞
夫
（
ｒ

熊
久

根

）
谷
津
富
夫
（

″
孝
徳
二
（

茴
光
栄
（
、
″
湧
水
ぐ
斎
藤
文
男

（
高
城
下
家
老
）
八
島
義
信
｛

同

川
崎

｝
渡
辺
善
男
（

同
田
中
）

星
野
強
（
光
明
寺
沼
）
渋
谷
堕

（

ぴ
土
井

）
渋
谷
節
男
（

な
沼

）

渋

谷

正

志

（

か

滝

沢

）

佐

藤

豊

之

助

（

貝

田

切

内

）

斎

藤

真

利

（

μ

山

神

前

）

松

田

和

男

（

り

立

久

根

）

吉

田

貞

男

（

ぴ

山

神

前

）

佐

藤

則

雄

（

″

寺

脇

）

松

浦

元

治

（

西

大

枝

築

館

）

佐

藤

要

蔵

（

か

上

金

谷

）

瀬

戸

源

一
　
（

・
か

上

台

）

井

砂

正

一
　（

ぴ

西

）

鈴

大

文

雄

（

西

大

枝

築

館

）

佐

藤

正

和

（

か

人

の

内

）

松

浦

幹

雄

（

″

築

館

）

玉

手

元

治

（

が

明

泉

）

玉

手

忠

七

（

″

竹

の

内

）

鈴

木

徳

治

（

川

内

沖

）

木

村

正

義

（

″

沖

）

鈴

木

一

男

い
な

内

上

）

鈴

木

文

雄

（

ぴ

内

上

）

朽

木

エ

ツ

子

（

ふ

坂

前

）

内

村

キ

ョ

（

同

古

内

）

後

藤

は

っ

子

（

同

小

坂

）

古

内

八

重

子

（

内

谷

西

堂

二

岐

辺

芳

子

（

欒

田

中

）

林

ク

カ
子

（

り

川

北

）

朽

木

量

子

（

″

前

）

山

ｍ

カ

ツ

子

（

な

馬

場

）

市

川

淑

枝

（

山

崎

荒

町

）

佐

々

木

英

子

（

同

襾

館
）
高
野
ト
キ
子
（
同
笠
松
）

古
山
君
江
（
森
山
中
の
目
）
遠

藤

ト
キ
（

か
東
国
見

）
佐
藤
朝

子
（
Ｗ
東
新
田
）
遠
藤
あ
き
（

か
東
国
見
）
佐
藤
キ
ヨ
（

々
下

鶉
町

）
斎
藤
ト
ヨ
子
（
徳
江
館

ケ
崎
）
村
上
敬
子
（

″
小
林
）

八
巻
ミ
ヨ
子
（
″
沼

田
）
後
藤

芳

子
（

と

一
階
間
々
）
実
沢

チ

ト
セ
（

な
佐
野
台
）
八
巻
茂
子

９

館

ケ
崎

）
斎
藤
サ
ダ
子
（
ひ

長
館
）
斎
藤
友
子
（
り
館
ケ
崎

）

松
浦
ト
シ
子
（
μ
下

鶉
町
）
松

浦

カ
ヨ
（
大
杢

尸
舘
）・
村
上

イ

ネ
（
じ
六
角
い
斎
藤
美
智
子
（
り

六
角
）
後
膝

ク
ケ
子
（
高
城
山

居
）
長
谷
川

ト
ヨ
子
（
″
前
）
鈴

木
恵
子
（
μ
石
田
）
志
村
澄
代

（

″
南
）
遠
藤
芳
子
（
光
明
寺
車
）

星
野
良
子
（
″
滝
の
下
）
星

野

サ
ッ
子
（
同

車
）
武
田
美
代
子

（
大
木
戸

六
角
）
玉
手
ミ
ツ
（
西

大
技
竹
の
内
）

国
立
中
央
青
年
の
家

青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
に

参

加

し

て
（

承

前

）

十
三
日
は
七
時
半
出
発

、
八

時
一
三
分
御
殿
場
駅
発
、
一
〇

時
四
〇
分
川

崎
駅
着
、
貸
切

バ

ス
で
社
会
見
学
で
す
。
ま
ず
、

一
日

匸
一
五
台
の
大
型
バ
不
や

ト
ラ
ッ

ク
を
仕
上
げ
る
と
い
う

い
す
ず
自
動
車
工

場
で
そ
の
規

模
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
、
羽

田
空
港
を
見
、
近
頃
で
き
た
モ

ノ
レ
ー
ル
に
の
っ
て
浜
松
町
へ

、
そ
し
て
ま
た
バ
ス
に
の
っ
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設
の
見
学
で

す
。
国
立
競
技
場
、
室
内
体
育

館
、
武
道
館
な
ど
テ
レ
ビ
で
お

な
じ
み
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
施
設

を
見
て
ま
わ
り
、
あ
の
日
の
感

激
を
あ
ら
た
に
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
夜
の
東
京
を
見
物
し
な

が
ら
七
時
上
野
駅
に
つ
き
、
十

時
四
十
五
分
発
車
ま
で
面
会
時

間
、
め
い

め
い
連
絡
し
て
お
い

た
兄
弟
、
友
人
、
親
戚
の
人
た

ち
と
し

ば
し
の
歓
談
を
し
、
夜

行
列
車
に
ゆ
ら
れ
な
が
ら
翌
朝

六
時
○
五
分
福
島
駅
着
、
直
ち

に
解
団
式
、
再
会
を
約
し
て
別

れ
ま
し

た
。

こ
の
旅
行

は
、
始
め
か
ら
終

り
ま
で
全
く
感
激
泡
緊
張
の
連

続
で
し

た
。
特

に
経
費
の
全
額

を
出
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
は

ま
こ
と
に
あ
り
が

た
い
こ
と
で

、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
お
礼
を

し
た
ら
よ
い
か
と
み
ん
な
で
話

し
合

い
ま
し
た
が
、
結
局
こ

の

研
修
会
で
習
得
し
た
こ

と
を
活

用
し
て
、
こ
れ
か
ら
青
年
活

動

を
と

お
し
て
町
づ
く
り
に
協

力

し
て
い
く
こ
と
が
労
一
で
あ
ろ

う
と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

玉
手
　

忠
七

松
田
　

和
夫
’

浅
野
　

保
孝

高
原
　

長
吉

八
巻
ミ
ョ
子

斎
藤
　

豊
子

八
巻
　

茂
子

写
真
　

富
士
を
バ
ッ

ク
に
記
念

撮
影

県
北
校
長
に
小
野
先
生

朝
内
先
生
校
長
に
抜
て
き

三
月
末
の
教
職
員
異
動
に
あ
た

り
、

わ
が
町
で
は
次
の
よ
う
な
人

事
が
あ
っ
た
、

○
退
職
さ
れ

た
先
生

小
坂
小
　

三
木

ジ
ュ
ソ

同
　
　
　

阿
部
　

フ

ミ

県
北
中
　

樋
濟
　

ヤ
ツ

Ｏ

転
任
さ
れ
た
先
生

新
任
校
　

旧
任

校
　

氏
　

名

五
十
沢
小
小

坂
小
佐
久
間
　

満

箱
崎
小
　

藤
田
小
糸
井
　

秀
雄

桑
折
小
　

同
　
　

菅
野
　

ク
ヵ

梁
川

中
　

県
北
中
松
野
　

知
行

保
原
中
　

同
　
　

佐
藤
久
次
郎

粟
野
中
　

同
　
　

佐
藤
　

吉
勇

伊
達
中
　

同
　
　

猪
俣
　

カ
ツ

福
島
二
中
同
　
　

八
木
沼
五
郎

大
鳥
中
　

同
　
　

本
多
　
　

豊

伊
達
小
　

藤
田
小
渡
辺
　

キ
ン

保
原
小（

教
頭
）

県
北
中

菅
井
　

庄
蔵

飯
坂
中
（
校
長
）

同
　
　

小
林
　

美
秋

○
校
長
に
採
用

さ
れ
た
先
生

大
綱
木
小
（
校
長
）

藤
田
小
朝
内
　

俊
雄

○
町
内
で
異
動
さ
れ
た
先
生

藤
田
小
森
江
野
小
石

幡
　

寛
子

同
　
　
　

大
木
戸
多
勢
　

勝
美

同
　
　
　

同
　
　

小
野
寺
典
子

○
他
市
町
村
か
ら
転
入
さ
れ
た
先

生
小
坂
小
　

桑
折
小
暢
田
　

喜
夫

同
　
　
　

大
枝
小
小
川
　

恵
見

藤
田
小
　

大
石
小
菊
田
　
　

優

森
江
野
小
梁
川
小
佐
藤
　

昭
雄

大
木

戸
小
川
西
小
渡
部
　

正

俊

県
北
中
　

粟
野
中
法
井
　

八
夫

同
　
　
　

同
　
　

伊
藤
　

貞
子

同
　
　
　

白
根
中
安
斎
　

悦
夫

藤
田
小
　

伊
達
小
井
上
　

貞
子

県
北
中
（
教
頭
）

伊
達
中
蓬
田
　
　

弘

藤
田
小
（
教
頭
）

山

舟
生
小
今
野
博
一

県
北
中
　

白
河
農
工
高

根
本
　

秀
助

県
北
中
（
校
長
）

笹
谷
小
小
野
　

鶴
雄

こ
ん
な
行
為
は
違
反
で
す
ぶ
・

ｊ
明

る
く
正
し

い
選
挙

を
Ｉ

「
選
挙
で
は
大
き
く
金
が
動
く
の

で
景
気
直
し

に
ち
よ
う
ど
い
い
」

「
あ
の
候
補
者
に
投
票
し
て
お
く

と
、
子
ど
も
の
入
学
や
就
職
の
便

宜
を
は
か
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」

な
ど
と
考
え
て
い
る
人
は
い
な
い

だ
ろ
う
か
。

ど
う
せ
投
票
す
る
な
ら
、
自
分

に
利
益
が
は
ね
か
え
っ
て
く
る
よ

う

に
と
、
目
先
き
の
利
益
に
毒
さ

れ
て

い
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
か

有
権
者
自
身
の
こ
の
よ
う
な
考

え
方
が
、
腐
敗
選
挙
を
誘
発
さ
せ

る
原
因
で
も

あ
る
の
だ
。

近

く
参
議
院
の
選
挙
が
行
わ
れ

る
こ
と

に
な

っ
て

い
る
が
、
前
回

を
上
廻

る
違
反
行
為
が
あ
る

か
も

し
れ

な
い
。
わ
れ

わ
れ

は
、
鐓
重

な
監
視
の
眼
を
配

る
必
要

が
あ

る

と
思
う
。
ま
ず
注
意
の
目
を
向
け

る
点
に
後
援
会
が
あ
る
。

後
援
会

の
す

べ
て
が
腐
敗
し
。だ

も
の
で

は
な
い
だ

ろ
う
が
、
大
体

は
裏
面
で
候
補
者
が
金
を
出
し
た

り
、
そ
の
候
補
者
を
支
持
し
て
い

る
人

が
金
を
出
し
て
い
る
と
い
っ

た
ヶ
Ｉ

ス
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
る
。

そ
う
し
て
発
会
式
、
研

究
会
、

慰

安
旅
行
と

い
っ
た
名
目
で
、
百

円

ぐ
ら
い
の
会
費
を
出
さ
せ
て
、

実
際
に
は
一
人
数
百
円
の
ご
馳
走

を
出
し
た
り
、
数
千
円
も
か
か
る

温
泉
め
ぐ
り
を
さ
せ
、
票
の
と
り

ま
と
め
を
依
頼
す
る
と

い
っ
た
買

収
供
応
が
行
な
わ
れ
て

い
る
の
で

あ
る
。

次
は
戸
別
訪
問

の
多
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
く
わ
Ｌ

く
述
べ
た
い
が
、
紙
面
に
限
り
が

あ
る
の
で
、

簡
単

に
禁
止
さ
れ
て

い
る
違
反
行
為

の
主
な
点
を
ひ
ろ

い
あ
げ
て
み
ょ
う
。

倒
選
挙
運
動
の
た
め
に
一
戸
一
戸

訪
ね
回
る
こ
と
。
こ
れ
は
家
庭

ば
か
り
で
な
く
、
会
社
や
工
場

な
ど
も
い
け
な
い
。

悶
投
票
し
て
も
ら
う
た
め
に
選
挙

人

に
対
し
署
名
運
動
を
し
て
は

い
け
な
い
。

圓
選
挙
人
に
対
し
飲
食
物
を
提
供

し
て
は
な
ら
な
い
。

㈲
当
選
又
は
落
選
し
た
こ
と
を
選

挙
人

に
挨
拶
す
る
た
め
、
戸
別

訪
問

を
し
た
り
、
新
聞
、

雑
誌

放
送
を
利
用
し
て
は
い
け

な
い

㈲
選
挙
区
内
の
者
に
寄
付
を
し
て

は
い
け
な

い
。

㈲
後
援
団
体

は
、
参
議
院
議
員
の

任
期
満
了

の
九
〇
日
前
か
ら
投

票
日
ま
で
、
選
挙
区
内
の
者
に

寄
付
を
し
た
り
、
接
待
を
し
て

は
い
け
な
い
。

選
ぶ
べ
か
ら
ず

十

二

章

全
国

地
域
婦
人
団
体

連

絡
協
議
会

選
定

田
選
挙
に
金
を
か
け
る
人

間

ど
こ
へ
で
も
名
前
を
出
し

た
が

る
人

図
や

た
ら
に
金
品
を
寄
付
す

る
大

㈲
ペ
コ
ペ
コ
お
辞
儀
を
し
て

歩
く

大
㈲
親
分

の
名
で
い
ば
る
大

㈲
恩

や
情
が

か
ら
む
大

叨

後
援
会
を
作
り
た
が
る
大

㈲
他
人

の
意
見
で
ご
ま
か
す
大

㈲
会
議
よ
り
二
次
会
の
好
き
な
大

帥
家
庭
の
平

和
を
保
て

ぬ
人

剛
違
反

や
汚
職

に
関
係
し
た
大

㈲
暴
力
を
用

い
る
大

○

明

る

く

正

し

い

選

挙

を

進

め

ま

し

よ

う
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